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コオロギをモデルとした昆虫の白色スクレロチン合成酵素遺伝
子のメラニン生成制御機能の解析

◯Shintaro Inoue1, Takahito Watanabe1,6, Kai Fujie2, Ayane Shimamura2, Yoshiyasu Ishimaru3, Katsuyuki
Miyawaki1, Akira Takahashi4, Takeshi Nikawa5, Taro Mito1 (1. Tokushima Univ., 2. Tokushima Univ. , 3.
Tokushima Univ. , 4. Tokushima Univ. , 5. Tokushima Univ. , 6. Gryllus Inc.)
 
ドーパミンから生合成されるメラニン色素は生物の多様な体色パターンの形成に関わっているが、その制御機構
の理解は未だ不十分である。昆虫ドーパミンはメラニンの他に白色や黄色を呈するスクレロチン色素合成にも利
用される。本合成系が優勢に働きメラニン生成を抑制する” erasing mode model”がカメムシOncopeltus
fasciatusの研究から提唱されているが検証は進んでいない。本研究では、不完全変態昆虫のモデルであるフタホ
シコオロギGryllus bimaculatusを用いて、白色スクレロチン合成酵素遺伝子の機能喪失型および機能獲得型の表
現型について体色に焦点を当てた詳細な解析を行った。 
機能喪失型解析のために RNAi実験を行った結果、脱皮後のコオロギは野生型に比べて黒い体色を示した。一
方、エンハンサートラップにより主に脱皮期の上皮で本遺伝子の発現が誘導される過剰発現系統を樹立したとこ
ろ、発生ステージを通じて体色の白色化を示した。以上の結果は、本遺伝子の発現がドーパミン競合を経てメラ
ニン生成抑制に寄与することを示し、上述のモデル経路を実証するものである。白色スクレロチン合成酵素遺伝
子の発現制御が昆虫の体色多様化と強く関連している可能性が示唆された。


